
１．住民意識調査結果１．住民意識調査結果１．住民意識調査結果１．住民意識調査結果

満足度：「満足である」、「どちらかと言えば満足である」を合計した割合から、「どちらかと言えば不満である」、「不満である」を合計した割合を差し引いたもの

優先度：「優先すべき」、「やや優先すべき」を合計した割合から、「あまり優先しなくてよい」、「優先しなくてよい」を合計した割合を差し引いたもの

２．施策の目標２．施策の目標２．施策の目標２．施策の目標

↑

↓

→

進捗状況の区分　　↑：目標以上の成果があった　　→：目標どおりの成果があった　　↓：目標に至らなかった　　△：遅延・未着手等　　×：見直し・廃止等

３．施策に係る経費３．施策に係る経費３．施策に係る経費３．施策に係る経費

４．施策傘下事務事業　　４．施策傘下事務事業　　４．施策傘下事務事業　　４．施策傘下事務事業　　※別紙のとおり※別紙のとおり※別紙のとおり※別紙のとおり

５．施策評価５．施策評価５．施策評価５．施策評価

Ｈ２5年度の狙いＨ２5年度の狙いＨ２5年度の狙いＨ２5年度の狙い
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総合評価総合評価総合評価総合評価

計画どおりに施策展開されていることを評価する。

今後も下水道事業と十分に調整しながら、連携のとれた施策展開を図られたい。

全て「継続事業」とする。

・宝石台配水区において、浄水場の新設工事、濁度計設置工事及び緊急遮断弁設

置工事を集中して行います。浄水場を新設することにより、地震による被害を最小限

にすることができます。また、濁度計を設置することで水質管理が強化され、緊急遮断

弁を設置することで、非常時用の水の確保を図ります。

・東部地区配水区に濁度計設置の設計を行なうことで、平成25年度早期工事を発注

することができます。

・主に中区・南区の石綿セメント管更新事業と複数の給水管を一つの配水管にする工

事を下水道事業と一体的に実施することにより、工事期間の短縮と建設コストの縮減

を図ります。

・区画整理地区の配水管布設工事は、道路築造工事と一体的に整備し、工事期間の

短縮、建設コストの縮減を図ります。

H25

事前

評価

・宝石台配水区の浄水場の耐震化を図るため、浄水場を新設します。あ

わせて、水質管理を強化するため、濁度計の設置と事故等により配水池

から水が流出することを防ぐため緊急遮断弁の設置工事を行います。ま

た、東部地区配水区に濁度計設置の設計を行います。

・石綿セメント管更新事業については、下水道工事や宝積寺地区配水管

布施替工事と一体的に工事を実施し、工事期間の短縮・建設コストの縮

減を図ります。

指標４：

・仁井田配水区の浄水場・配水池の耐震補強・補修工事及び緊急遮断

弁・濁度計設置の設計を行い、平成24年度早期に工事を発注することと

しました。

・石綿セメント管更新事業は、仁井田地区を重点的に行い、概ね事業が

完了しました。宝積寺地区は下水道工事と一体的に工事を実施し、工事

期間の短縮・建設コストの縮減を図りました。また、地域住民に工事概要

を周知し、交通対策等について理解を得て工事を実施しました。

・中阿久津配水区の井戸に濁度計を設置したことにより、水源の監視と水

質管理が強化され、安全な水の供給を図りました。
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後期計画における施策展開のビジョン後期計画における施策展開のビジョン後期計画における施策展開のビジョン後期計画における施策展開のビジョン

建設産業部 上下水道課

建設整備担当
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　石綿セメント管更新事業について、平成20年度から国庫補助事業として事業を実施

してきましたが、平成23年度で補助事業が終了しました。

　石綿セメント管更新事業は、「災害に強い水道施設の整備」には欠かせない事業で

あるため、更新事業の一部について、緊急時給水拠点確保等事業として国庫補助事

業の採択を受け、事業を実施していきます。

災害に強い水道施設の整備
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指標に関する特記事項

188,265

事業費（傘下事務事業費計）の推移　【単位：千円】

（※総事業費）

○平成２４年度までの実績算式

指標１：　5施設÷8施設=62.5%

指標2：　19,910m(更新延長）÷25,616m（全体延長）=77.7%

指標3：　6,040m（整備延長）÷10,000m（全体延長）=60.4%

決　　算
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